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ダイコン空洞症発生に及ぼす品種及び播種期について
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1　は　し　が　き

ダイコン空洞症はダイコンの商品価値を著しく担う。特

に軽症のものは外観からの判別ができず，切断しないと確

認できないので問題が大きい。一万．本症に関しての試験

例は多い。内容は必ずしも同じではないが．品種や播種斯

により空洞症発生に差があることで，ほぼ一致している。

しかし，その原凶や発生機構については推論の段階であり

空洞症の防止策も明らかでない。そこで，空洞症対策を明

らかにしようと考え．消費動向に対応し，青首宮重系晶踵

のなかから空洞症発生の少ない品種選抜と併せて播種期の

違いが空洞症発生におよはす影響について検討したので報

告する。

2　■試　験　方　法

実験1．品種について

春．秋2回検討したが．春作では“耐病総太り”はか9

品種を．うね幅150（聯，探聞30（札2条，昭和57年4月30日

に播種し，ポリトンネル・マルチ栽培とした。秋作では“耐

病総太り－　はか23品種を供試し．うね幅75（間，探聞30（初，

同年8月26日に播種した。

施肥量：春作ではN，P205．E20とも15鳥か／10且，全量基

肥，秋作では同15，30吻／108の2段階とし．基肥60％とした。

試験規模：1区7戒，春作2区制，秋作単区制

実験2．播種期について

“耐病総太り”“宮垂一号”t■四月早生”の三品種を昭

和57年4月30日．5月15日，8月16日，9月6日．9月17

日に播種した。栽植密度はポリトンネル・マルチをした4

月30日，5月15日播種及び自寒冷紗（♯300）トンネルをし

た8月16日播種ではうね幅150（職，株間30（職．2条．他の播

種期ではうね幅75m．株間30（職とした。

施肥量：N，P205，且20ともに15吻／408とし，4月30日，

5月15日播種では全量基肥．他の播種期では基肥60％とした。

試験規模：1区7戒，2区制

空洞症の調査は．各実験とも，ダイコンが小さい場合は

棍部を1仁打ごとに切断し．実体顕微鏡で．ダイコンが大き

くなってからは板部を2～4（職毎に切断し，肉眼で空洞症

の有無を確認した。空洞症を認めた場合．更に細く切断し，

空洞症の大きさ，位置等を調査した。

3　試験結果及び考察

実験1．品種について

春作では播種18日後から空洞症を調査した。この時点で

Ex匹rilnent Station

既に供試全品種に高率の空洞症が認められ（表1），その

後6日経過した播種24日後でも．前回調査結果とほぼ同じ

水準で空洞症が認められた。しかし．播種52日後では明ら

かに空洞症が少なくなり．空洞症株率60％の“早どり〝が

最も多く．次いで“宮重一号”（20％）“弥吾七総太り”

（10％）“耐病総太り〝（5％）の噸であり，他の品種では

空洞症が認められなかった（表2）。

表1播種18日後の生育と空洞症
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注．播饉4月30日ポリトンネルマルチ栽培，＊検境による

表2　播種52日後の生育と空洞症

葉数 全重 根重 棍長根径
；（枚）
l
（ダ） （タ）（叫 （叩）

2 4．7 637 5 4 80．7 3 0．8 5．3 0／如

2 4．1 ，5 13．0 1，147．0 3 8．0 6．9 0／2 0

27．1 ，0 17．0 622．0 3 4．9 4．9 0′2 0

27，0 り 36月1，064．0 3 9．2 6．5 0′2 0

22．1 1，4 18 J）1，％3．0 3 6．3 7．8 4／2 0

27．3 1，52 2血1．10 1．0 3 6．1 7．1 1／2 0

2 1．9 り 亜血1．07 4．0 32 ．7 7．9 6／10

28．5 1朗 2．0 1．00 4．0 34 ．9 7．1 0／10

2 5．6 1，3 36 1） 96 6．0 34 ．2 7．1 2／2 0

2 7．3 1，0 24．0 87 2．0 3 2．9 6．6 1／10
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注．播種4月30日ポリトンネルマルチ栽培＊肉眼観察による

このようにダイコン生育の比較的早い時期に空洞症が認

められたのは他の試験結果と一致し，この時期の空洞症が

その後．柔細胞組織で充唄されるか否かが問題となり，充

填が間に合わない場合に．いわゆる空洞症ダイコンになる

とする説が妥当と考えられる。

秋作では．生育経過ごとの調査をしなかったので．空洞

症発生の時期的な推移は不明であるが，10月26日（播種60

日後）に収穫調査した結果．轢肥，多肥ともに空洞症が発

生しなかった品種は“育味”であった。しかし，この品種

の形質では，産地対応品踵としての普及性は期待できない。

積肥条件で空洞症株率の低かったものは“宮重一号”“8

－8■，若水二号　であった（表3）。なお“耐病総太り’’
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は高い空洞症株率（70％）であった。一万．空洞症発生を

助長すると言われる多肥条件下で，空洞症が認められなか

った品種は“8－8ガのみで，空洞症株率が低い品種には

叫宮重一号〝があげられる。なお．代耐病縫太り〝は1日0％

の発生であった（表3）。

蓑3　播種60日後の生育と空洞症

品　　　 種
全 重

（ダ）

桐 重

（ダ）

径

㈹

空 洞 症

株 率

（％）
施肥

条件
級） 驚

棲

肥

四　 月　 早　 生 2 3．0 1，59 7 1，0 90 4 5．9 6．1 2／10 2 0

0 宮　 電　 一　 号 2 3．4 1，7 6 0 1，1 8 5 3 4．5 7．4 1／10 1 0

○耐　 病　 総　 太　 り 2 1．4 1，9 2 5 1，3 30 3 7．6 7．2 7／10 7 0

0 原　　　　　　 光 2 4．5 2．3 9 0 1，0 50 4 1．0 7．2 8′10 8 0

0 精　　　　　 鋭 2 0．9 2．0 1 0 1．3 0 0 3 9．6 7．3 2／10 2 0

い　 す　 み　 育 2 1．6 1，4 4 5 9 6 0 3 9．6 ‘．3 l′10 10

O S　　　 －　　　 8 2 1．2 1，6 4 5 1，0 8 5 3 7．4 6．8 1／10 10

0 弥 吾 七 総 太 り5 0 8 2 4．1 1，9 7 5 1，3 4 0 3 9．4 7．7 7／10 7 0

0 青　 州　 青　 首 1臥 1 1，6 0 0 1，0 9 5 3 5．5 7．0 2／10 2 0

0 青　 爽　 一　 号 22．3 1，6 8 5 1，0 4 5 3 6．4 6．6 3′10 3 0

0 耐　 病　 宮　 重 24．5 1，7 5 0 1，10 5 3 6．5 6．2 9／10 9 0

0 若　 水　 長　 型 20．6 1．7 6 0 1，2 6 0 3 9．0 7．0 6／10 6 0

0 耐 病 宮 重 総 太 り 23．3 1．9 2 5 1．3 2 0 3 7．3 7．5 3′1 0 3 0

0 弥 吾 七総 太 り5 0 7 2 4．2 1．8 4 0 1，13 0 3 5．6 7．5 6′1 0 6 0

0 青　　　　　　 味 1 7．7 1，29 0 1，0 2 0 27．0 7．9 0／1 0 0

0 若　 水　 二　 号 2 4．2 1，8 3 5 1．3 3 5 37．3 7．4 1／10 10

0 貴　　　　　　 聖 2 0．1 1，4 50 9 25 3 1．1 7．1 4′1 0 40

0 東　　　　　　 山 2 5．1 1．7 90 1，0 3 5 3 5．4 6．9 7／10 7 0

堀　　　　　　 込 2 3．3 1，8 5 0 84 5 4 1．4 5．6 4／10 4 0

高　　　　　　 月 2 3．0 1．3 9 0 74 0 4 3．6 5．8 2／10 2 0

春　　　　　　 姫 14．9 1，5 0 5 1，1 2 5 3 1．4 7．9 0／10 0

夏 み の 早 生 三 号 2 2．7 2，0 5 0 1，3 20 4 4．9 6．8 1／10 10

干　 し　 理　 想 2 4．9 1，6 3 5 7 9 0 4 2．2 5．6 0′10 0

平 安 早 太 り時無 し 2 4．7 1，1 6 0 7 10 4 0．3 5．7 0／10 0

多

肥

四　 月　 早　 生 2 4．6 1，7 10 1．1 1 0 4 6．9 6．2 3／ 7 2．9

0 宮　 重　 一　 号 2 2．6 1．9 0 0 1，2 2 0 3 5．9 7．4 1／10 10

0 耐　 病　 総　 太　 り 27．3 2．17 5 1，14 0 3 8．8 7 ．1 6／ 6 10 0

0 療　　　　　　 光 26．3 2．6 7 0 1，6 9 3 4 1．4 8 ．2 4／10 4 0

0 精　　　　　　 鋭 23．0 1．6 7 0 1．0 2 5 3 5 ．7 6．9 5／10 5 0

い　 す　 み　 育 2 5．2 1．29 0 8 3 0 3 7 ．4 6．4 4／10 4 0

0 8　　　 －　　　 8 2 3．3 1，8 9 0 1，18 0 37 ．8 7．4 0′10 0

0 弥 吾 七 総 太 り5 0 8 2 6．3 2，0 25 1，3 4 5 38 ．3 8．0 4／10 4 0

0 青　 洲　 青　 首 1 9．2 1，6 8 5 1，1 25 3 5，1 7．3 5′1 0 50

0 育　 爽　 ‾　 号 2 4．9 1，9 3 5 1．2 6 0 3 9．4 7．1 6／1 0 6 0

2 2．1 1．5 80 99 0 4 5．9 5．9 8′1 0 800　ヽ
0 若　 水　 長　 型 2 1．7 1．9 5 5 1．2 2 5 3 9．1 7．6 3／10 30

0 耐 病 宮 重 総 太 り 2 1．2 1，9 6 5 1．36 5 3 6．4 7．8 2／10 20

0 弥 吾 七 総 太 り5 0 7 2 6．9 2，0 0 0 1，10 0 3 4．1 7．3 5／ 9 5．6

0 育　　　　　　 味 17．7 1，6 2 0 1，2 1 0 3 0．4 8．3 0／ 9 0 ▲

0 若　 水　 二　 号 2 6．0 1，9 6 0 1，2 3 0 3 7．8 7．4 3／10 3 0

0 貴　　　　　　 聖 2 2．‘ 1，6 1 0 1．0 6 0 3 3．2 7．4 5／10 5 0

0 東　　　　　　 山 2 5．5 2．12 5 1．0 9 5 3 5．7 7．1 8′10 8 0

堀　　　　　　 込 2 8．9 2．0 4 0 8 4 0 4 2．4 5．6 5／10 5 0

高　　　　　　 倉 2 3．5 1．6 3 0 8 0 0 4 4．3 5．8 2′10 2 0

春　　　　　　 姫 1 7．6 1，4 2 0 1，0 9 0 30．8 7，5 2／10 2 0

夏 み の 早 生 三 号 2 2．6 1，8 5 5 1，2 9 0 4 5．3 6．9 0′10 0

干　 し　 理　 想 2 5．0 1，6 0 5 8 2 0 48．4 5．3 2／1 0 2 0

平 安 早 太 り時 無 し 2 7．5 1．0 10 6 5 0 4 3．4 5．4 3′1 0 3 0

注．播種8月268，0印青首宮重系品種．＊内懐案による

ここで“耐病総太り”を空洞症発生の指標品種としてみ

れば，春作における空洞症株率が5％であったことから春

作では空洞症発生が少ない条件にあり．秋作にあっては標

肥条件下で70％．多肥条件下で100％空洞症となったことか

ら秋作は春作よりも空洞症が発生しやすい条件にあった。

殊に多肥条件は空洞症発生を助長する要因の一つであろこ

とが明らかになった。

このように空洞症の発生は播種期即ち栽培時期によって

左右されるが．春作，秋作ともに空洞症が安定して少ない

品種として“宮重一号”，秋作では“8－8おがあげられる。

これら二品種の特性概要は次のとおりであろ。

（∋宮重一号（松永種苗）：葉色やや濃く，抽棍部の色．
鮮黄緑．肥大が早い。板長35伽．根径7用㌧棍重1～1．2晦，

但しス入りも早いので，適期収穫を厳守する必要がある。

（診8－8→天成青首（坂田種苗）：葉色濃く．複葉小型
で多い，抽根部の色．鮮緑黄．肥大がやや遅い，根長37付

根径7m．根重1～1．2牙。
なお，れ8－8”（天成青首）は秋作以外の作型適応性

と併せて空洞症発生についての検討が必要である。
実験2　播種期について
播種各期毎の収穫期における空洞症株率を比較（図1）

すろと“耐病総太りpでは4月30日播種が最も少なく（空
洞症株率5％）．播種朋が遅れるにつれて空洞症株率が高

まり．9月17日播種では100％空洞症の発生があった。
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図1播種期と空洞症株率の推移

一方．実験1で空洞症が安定して少ないとした“宮重一

号”では5月15日及び9月17日播種がそれぞれ45，50％で

二つのピークを示し，8月26日及び9月6日播種がそれぞ

れ10％の空洞症株率で最低であった。

なお．春作用品種である“四月早生”は宮箋系品種より

も品質は劣るが，総じて空洞症が少ない品種であろ。

次に播種期毎にダイコン生育経過と空洞症発生との関連

についてみれば，収捜期におけろ空洞症株率が低い播瞳期

のものは比較的早い時期に高率で空洞症が認められても．

ダイコンの生育経過に伴い空洞症株率が明らかに減少．も

しくは減少傾向がうかがわれた（図表省略）。

実験1でも触れたように，比較的早い時期に発現する空

洞症はダイコン肥大に伴い粟細胞組織で克明されれば正常

根となるが，充填が間に合わない場合に空洞症になると考

える。そこで充堰が間に合わなくなる要因は何か．ひるが

えって肥大項象に注目すれば．ダイコンの生育肥大が生育

中期以降急速に進行することが問題となり．それには気象

要困が最も大きく作用すると考えられる。

したがって．空洞症は播種期による発生差異が明らかで

あるが．単に空洞症株率の低い播種朋でその防止策とする

のは問題がある。その具体例として“耐病総太り〝で昭和

56年には9月に入ってからの播種であれば空洞症は問題に

ならなかった。しかし，57年には遅まきはど空洞症株率が

高まり．前年とは相反する結果になった。ちなみに9月以

降の秋冷は56年よりも57年が遅く，温暖な日が続いた。

4　ま　　と　　め

ダイコン空洞症は品種及び播種期により明らかに差異が

認められた。しかし．その防止対策としては．播種期では年
次変動が大きいことから当面は品種で対応するのがよい。

青首宮重系品種では“宮重一号”“8－8（天成青首）〝
が適当である。なお“8－8（天成青首）”は秋作以外で
の検討が必要である。




